
 

 

                      

六
号
棟
の
ス
ロ
ー
プ
の
屋
根
が
復
活
！ 

外
壁
修
理
・
塗
装
の
た
め
、
取
り
外
し
に

な
っ
て
い
た
ス
ロ
ー
プ
の
屋
根
が
四
月
二
十

三
日
、
工
事
が
終
了
い
た
し
ま
し
た
。 

雨
が
降
る
日
が
続
い
た
り
し
て
、
ご
利
用

の
皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
で
原
状
復
帰

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

二
号
棟
の
腰
掛
も
復
活
！ 

外
壁
修
理
・
塗
装
の
た
め
、
取
り
外
し
に

な
っ
て
い
た
椅
子
が
、
四
月
二
十
三
日
、
工

事
が
終
了
し
復
活
し
ま
し
た
。 

     

自
治
会
は
何
の
表
示
も
な
い
の
で
、
折
り

畳
み
式
の
椅
子
で
あ
る
こ
と
と
、
取
扱
い
方

の
表
示
を
求
め
ま
し
た
。
二
号
棟
は
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
・
ホ
ー
ル
が
狭
い
の
で
、
折
り
畳
み

式
の
小
さ
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
場
所
等
の
移
動
は
で
き
る
の
で
要
望
し

て
く
だ
さ
い
と
の
こ
と
で
し
た
。 

緑
の
カ
ー
テ
ン
配
布
に
つ
い
て 

緑
の
カ
ー
テ
ン
と
は
、
ゴ
ー
ヤ
な
ど
の
ツ

ル
性
植
物
を
窓
辺
で
栽
培
し
て
室
内
へ
の
日

差
し
を
和
ら
げ
る
も
の
で
、「
楽
し
み
な
が
ら

エ
コ
す
る
暮
ら
し
方
」
と
し
て
全
国
的
に
人

気
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
四
月
十
七
日
、
ゴ

ー
ヤ
苗
、
腐
葉
土
な
ど
の
申
込
書
を
配
布
い

た
し
ま
し
た
。
〆
切
は
四
月
二
十
五
日
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
ま
で
に
申
し
込

み
の
あ
っ
た
方
は
十
二
名
で
す
。
配
布
日
は
、

五
月
九
日(

日)

十
一
時
か
ら 

八
号
棟
の
目
隠
し
が
完
成
！ 

八
号
棟
の
懸
案
で
あ
っ
た
南
側
の
目
隠
し

が
完
成
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
自
治
会
と
し

て
現
状
を
見
て
き
ま
し
た
が
、
目
隠
し
の
奥

の
ほ
う
は
金
網
が
あ
る
だ
け
で
、
何
の
覆
い

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ア
パ
ー
ト
の
敷
地

内
か
ら
見
る
と
、
一
階
部
分
は
よ
く
見
え
る

よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
こ
こ
に
も
目
隠
し
が

必
要
な
の
は
明
ら
か
で
す
。 

五
月
に
入
っ
て
か
ら
、
打
ち
合
わ
せ
を
し

た
い
と
い
う
Ｕ
Ｒ
か
ら
会
長
の
ほ
う
に
返
事

が
あ
り
ま
し
た
。 

金
町
第
一
団
地
自
治
会
第
六
十
四 

通
常
総
会
を
開
催
！ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
が
続
き
、

感
染
防
止
策
を
講
じ
な
が
ら
、
通
常
総
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
十
一
名
で
、

委
任
状
提
出
者
が
六
十
五
名
、
書
面
に
よ
る

議
決
権
行
使
が
十
一
名
で
総
会
は
成
立
致
し

ま
し
た
。
報
告
者
の
会
長
に
急
な
転
居
が
決

ま
り
、
司
会
の
香
川
事
務
局
長
が
代
行
し
ま

し
た
。
議
事
は
順
調
に
進
行
し
、
各
議
案
は

承
認
さ
れ
ま
し
た
。 
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選
出
さ
れ
た
役
員
は
以
下
の
方
々
で
す
。 

会
長 

 
 

 

一-

六
〇
八 

吉
村
悦
子 

 
 

 
 

 
 

☎
非
掲
載 

 

自
治
部
長 

 

二-
七
〇
二 

吉
木
康
二 

 
 

 
 

 
 

☎
非
掲
載 

防
災
部
長 

 

六-

四
〇
七 
吉
岡 

肇 

 
 

 
 

 
 

☎
非
掲
載 

防
災
部 

 
 

二-

一
〇
一  

下
館
徳
幸 

 
 

 
 

 
 

☎
非
掲
載 

会
計 

 
 

 

一-

五
〇
七 

釼
先
泰
子 

 
 

 
 

 
 

☎
非
掲
載 

会
計
次
長 

 

六-

一
〇
六 

倉
前
優
子 

 
 

 
 

 
 

☎
非
掲
載 

 
 

 
 

 
 

駐
車
実
行
委
員
兼
任 

会
計
監
査 

清
風
会  

 

宇
佐 

宏 

 
 

 
 

 
 

☎
非
掲
載 

会
計
監
査 

三-

二
〇
二 

岡
崎
理
史 

 
 

 
 

 
 

☎
非
掲
載 

顧
問 

 
 

 
 

 
 
 
 

石
井
安
久 

 
 

 
 

 
 

☎
非
掲
載 

来
客
用
駐
車
場
の
管
理･

受
付
担
当 

駐
車
実
行
委
員
長 

 
 

 
 

 

六-

一
〇
六 

倉
前
優
子 

 
 

 
 

 

☎
非
掲
載 

 

な
お
、
予
定
さ
れ
て
い
る
日
程
は
以
下
の

通
り
で
す
。 

第
二
回
役
員
会 

 

五
月
九
日(

日) 

第
三
回
役
員
会
・
自
治
会
員
を
増
や
す
呼
び

掛
け
行
動 

 
 

 

六
月
十
三
日(

日) 

第
四
回
役
員
会 

 

七
月
十
一
日(

日) 
第
五
回
役
員
会
・
祭
り
委
員
会 

 
 

八
月
八
日(

日) 

第
十
七
回
夏
祭
り 

八
月
二
十
一
日(

土) 

防
災
訓
練
・
第
六
回
役
員
会
・
水
配
布 

 
 

九
月
十
二
日(

日) 

敬
老
の
集
い 

 
 

九
月
十
八
日(
土) 

第
七
回
役
員
会
・
会
員
を
増
や
す
呼
び
か
け

行
動 

 
 

 
 

 

十
月
十
日(

日) 

第
八
回
役
員
会 

 

十
一
月
十
四
日(

日) 

第
十
二
回
餅
つ
き
交
流
会
・
第
九
回
役
員
会 

十
二
月
十
二
日(

日) 

年
末
パ
ト
ロ
ー
ル 

十
二
月
二
十
八
日(

火)

〜
二
十
九
日(

水) 

第
十
回
役
員
会
及
び
新
年
会 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
月
九
日(

日) 

第
十
一
回
役
員
会 

二
月
十
三
日(

日) 

第
十
二
回
役
員
会 

三
月
十
三
日(

日) 

編
集
後
記 

 

懸
案
だ
っ
た
三
つ
の
修
理
・
新
設
が
終
了

し
た
。
一
つ
は
八
号
棟
の
目
隠
し
用
の
植
栽

が
根
元
か
ら
伐
採
さ
れ
て
問
題
に
な
っ
た
が
、

そ
の
後
追
い
工
事
が
先
日
完
了
し
た
。
道
路

か
ら
十
ｍ
く
ら
い
の
長
さ
で
目
隠
し
用
フ
エ

ン
ス
が
設
置
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
先
に

目
隠
し
は
な
く
、
団
地
居
住
者
と
そ
の
南
側

に
位
置
す
る
ア
パ
ー
ト
の
居
住
者
は
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
が
保
て
な
い
状
態
だ
。
五
月
に
こ

の
件
で
、
住
ま
い
セ
ン
タ
ー
と
の
話
し
合
い

が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
団
地
居
住
者
の
意

見
を
聞
い
て
、
話
し
合
い
に
臨
み
た
い
。 

 

二
つ
目
は
、
二
号
棟
入
り
口
に
設
置
さ
れ

て
い
た
椅
子
が
撤
去
さ
れ
た
問
題
で
あ
る
。

二
号
棟
入
り
口
は
、
他
棟
に
比
較
し
て
著
し

く
狭
く
、
椅
子
が
あ
っ
た
所
に
郵
便
受
け
が

設
置
さ
れ
た
た
め
、
設
置
場
所
に
苦
悩
し
た

と
い
う
。
結
果
、
入
り
口
か
ら
目
立
つ
と
こ

ろ
に
、
開
閉
式
の
椅
子
が
設
置
さ
れ
た
。 

普
段
は
閉
ま
っ
て
い
る
の
で
、
何
が
入
っ
て

い
て
、
何
に
使
う
も
の
か
、
引
き
出
し
方
な

ど
の
表
示
を
お
願
い
し
た
。
住
ま
い
セ
ン
タ

ー
側
は
、
今
後
場
所
等
に
不
便
が
あ
る
場
合

に
は
、
移
設
も
可
能
な
の
で
連
絡
し
て
ほ
し

い
と
の
こ
と
。
三
つ
目
は
、
六
号
棟
の
ス
ロ

ー
プ
に
あ
っ
た
屋
根
が
撤
去
さ
れ
た
こ
と
で

す
。
こ
の
ス
ロ
ー
プ
は
、
ゴ
ミ
捨
て
場
、
駐
輪

場
、
駐
車
場
に
行
き
来
す
る
利
用
頻
度
の
高

い
場
所
で
す
。 

雨
の
時
は
不
便
を
感
じ
た
と
思
い
ま
す
が
、

従
来
通
り
に
復
元
さ
れ
ま
し
た
。
二
・
六
号

棟
の
問
題
は
、
二
号
棟
の
椅
子
も
も
と
も
と

な
く
自
治
会
が
利
便
性
か
ら
要
請
し
て
設
置

さ
せ
た
も
の
で
す
。
六
号
棟
の
ス
ロ
ー
プ
の

屋
根
も
、
こ
う
し
た
こ
と
を
、
自
治
会
は
取

り
上
げ
て
Ｕ
Ｒ
に
要
求
し
て
い
ま
す
が
、
居

住
者
の
皆
さ
ん
の
声
が
背
景
に
あ
る
か
ら
こ

そ
で
き
る
こ
と
な
の
で
す
。
ご
不
便
に
思
わ

れ
る
こ
と
は
、
自
治
会
に
一
声
か
け
て
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。 


